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一宮城県内の放射能汚染調査結果(2013. 2. 22)を見て-

r 3. 7 5放射能汚染･被ば<J推定に宇-タ活用を.I

2013. 2. 22 ｢環境放射能監視検討会｣資料(風

の会･兵藤さんより)に､福島第一原発事故で

放出された放射能により｢女川原発からの影響
の有無を判断することが難しい状況｣となった

ことを踏まえ､宮城県内の各種測定結果が示さ

れていました｡そこで､本稿では､前号『鳴り

砂』に続き､不明のままとなっている宮城県(女

川原発周辺を除く)の｢初期放射能汚染･初期

被ばく｣について推定してみたいと思いますo

【初期汚染データの意図的欠如? 】

まず､県の｢監視体制｣に関しては､震災後

のモニタリングステーション7局での空間線量

の2 4時間連続測定が給電再開後の2011. 4. 18

以降となったことはやむを得なかったとしても､

モニタリングポストによる連続測定開始が､

2011.3.28の県庁屋上を除き､県内7ヶ所の合

同庁舎等で2012. 4. 2-､女川原発周辺5ヶ所で

同年4. 10-､県南3地点で同年2.27-､県内市

町村3 0ヶ所で同年4.2-と､いずれも重畳か

ら約1年以降であったことが目に付きます｡県

の測定体制の中枢だった女川町の｢県原子力セ

ンター｣が津波で壊滅したことを考慮しても､

あまりにも遅い測定開始ですが､最大の原因は

宮城県当局(村井知事および原子力安全対策課)

の放射能汚染･初期被ばくに対する認識の甘さ

でしかありません(測定しなければ､汚染デー

タ･被ばくの証拠が残らない-女川原発の再稼

動-向けて放射能の危険性を誤魔化せる､とで

も思っていたのでしょう)｡だからこそ､事故後

早々に｢専門家｣を動員して安全宣言を行ない､

県民(とりわけ放射線感受性の高い子供･妊婦･

女性など)の被ばく調査も､特に重要な｢初期

被ばくの実態解明｣についても､初期データが

ないことを口実に､真剣に行なおうとしないも

のと思われます｡

【ガンマ線線量率: ｢3. 12放射能｣と

｢3 15放射能｣の影響の違い】

さて､通常､放射線の測定値は｢自然由来の

放射線(バックグラウンド:BG)｣と｢福島原

発由来放射能からの放射線｣との合計のため､

測定値をそのまま絶対評価することは禁物で､

福島原発事故の影響を見るには､ (事故前の) B

Gを"正しく"差引く必要がありますo Lかし､

事故前のBGデータがない地点について､県は
｢一律に0. 04FLSv/hを差し引いて｣いますが､

それが本当に正しいという保証はありませんo

その点に留意した上で､モニタリングカーに

よる｢自然ガンマ線バックグラウンドを引いた

ガンマ線線量率｣ (図7)を見てみると､ ｢丸森｣

が高い値(事故半年後でも0. 1lLSv/h以上)を

示しているのはある意味では"予想通り"です

が､注目すべきは､県内で最も早く3. 12放出放

射能(福島第一･ 1号機由来?)で汚染された

と推定される女川原発隣接の｢小屋取(同0. 04

〃Sv/h以下)｣よりも､ ｢仙台(同0.04-0.05〃

Sv/h)｣が恒常的に"高い''ことです｡これは､

｢丸森｣や｢仙台｣は､福島原発北西部(や東

日本一帯)に高濃度汚染をもたらした3. 15以降

の放出放射能(主に2 ･ 3号機由来り)によっ

て､女川原発周辺よりも高濃度に汚染されたこ

とを示唆しています｡この点は後で詳しく検討

します｡

【短寿命核種による初期被ばくの過小評価】

県は､図7で､参考としてセシウム137

(cs-137 :半減期30年)の比率が最も高かった

3. 15朝の放出核種組成(注2 : Cs-137 : Ⅰ-131

-1.00二8.42など)を用いた｢初期推定値｣ (目

安)を示しています(太い点線)｡でも､前号『鳴

り砂』のとおり､全体の放出量はCs-137:ト131

-1 : 10-50とされているので､県の仮定では



短寿命(半減期8日)のヨウ素131 (I1131)　式では小さくなりますo　>

などの線量寄与分を過′ト評価することになり､　　特に､ 3. 12放射能で汚染された女川原発周辺

安全側にはなりません｡　　　　　　　　　　　(降下物や松葉中から､様々な短寿命核種が実

< *短寿命核種の多くが減衰した後のデータ　　際に検出されています:検討会｢資料3｣ p. 17)

から事故直後データ(初期推定値)を求めると　　に適用するのは不適切です｡

きの"短寿命核種寄与分(上積み分)"が､県方

(注1 )自然ガンマ竣BGの差引方法
イ)女川.小崖取.寄頓の各M5

ii(雪慧諾霊慧慧慧慧E票莞の価(り突撃讐製を竪Iie･一

口)仙台､丸森

天然核種起因のバックグラウンド綿壬率として史姓曲也を差引いた●.なお､明24日から､測定方法をモニタリング

カー(検出器高･地上2 5 m)からサーへイメータ(検出器高.租上l m)に変更した.
.環境省. r追加被は(綿圭年間lミリシーベルトの考え方Jによる.

(注2)滅表曲強の描かせ方
識表曲線才.宮城県に大きく髭¥を与えた福島第一原発事故由来の放射性核種の組成比･を仮定した上で､実効根士

卒定数Hを乗じ.相対的な細士卒の時間的変動を計井した.
●放射性核種の組成比にはJAEAによる大気中放射能戦剃結果のうち. cs･137の値が点も高かっ租B96旦

種の放射能比は下表のとおり.
137　J cr柑4　1　ト131

JAEA･Review 2011･035). ⊂S-137の法度

単位: FLSv･rn'･Put3q-]･h~-

図7　自然ガンマ線BGを差し引いた線量率の例
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【県北･仙台でも県南同様の汚染】

一方､図8の｢BGを引かないガンマ線線量

率(固定モニタリングポスト)｣では､県南の｢大

河原合同庁舎｣より県北の｢栗原合同庁舎｣が

高い値を示していることが注目されます｡ここ

で､なぜ県が､両地点についてもBGを引いた

値を示し､県内全体の比較ができるデータを示

さないのか不思議ですが､両地点から前述の

0.04JJSv/hを一律に差し引くと､ ｢仙台｣と同

様の値となりますoすると､ガンマ線線量率で

は､丸森>仙台･大河原･栗原>女川原発周辺､

ということになりますo

【積算線量=丸森では限度超､他地点では?】

次に､ガンマ線線量率同様に､ BG (0.04lL

Sv/h　を1年積算すると　0.35mSv)を引いた

｢l混4.3までの約1年間の積算線量合計｣ (義

3･図26 :≒1年間の外部被ばく線量の目安)

を見てみると､事故直後の約半月分を含まない
｢丸森｣では｢一般人の被ばく線量限度lmSv｣

を超える1.11mSv､同じく｢角田｣で0.91mSv

となっていますo　また､事故直後の線量を含む

｢白石｣で0.86mSv､ ｢大河原｣で0.93mSvと県

南では高く､一方｢仙台｣では半分程度の

0.41mSvとなっています｡注目すべきは､県北

の｢登米市･栗原市｣で､事故後の第1四半期

(4-6月)を含まない9ケ月積算で0.32-

0.40mSvで､他の地点で第1四半期が第2四半

期の2-3割増しとなっていることを考慮する

と､ 1年間積算では｢仙台｣を超える数値(約

0.50-0.58mSv)となることですD ｢女川原発周

辺｣は､事故直後線量を加えると大半の地点は
｢仙台｣と同程度か少し上のようですが､事故

直後線量を除くと｢仙台｣以下となっています｡

以上より､積算線量では､県南(丸森･大河

原) >県北(登米･栗原) >仙台>女川原発周

塾　となりますo
｢県南｣､次いで｢県北｣が高いことは､文科

省･宮城県による航空機モニタリング結果

(cs-134+137:図1 9 ･ 20)などと一致しま

すが､ ｢女川原発周辺｣より｢仙台｣が高いこと

が不可思議です｡その原因を県の｢専門家｣に

キチンと説明してほしいものです｡

また､ ｢丸森以外の県南｣が｢仙台｣の2倍以

上となっている点も不思議です｡県南の積算線

量測定地点が線量の高い地点(ホットスポット)

だったためか､逆に県南の前述したガンマ線線

量率測定地点が周辺より線量の低い(福島県内

では特に問題視されている"意図的な測定地点

周辺のみの除染"の影響?)地点なのでしょう

か｡いずれにせよ､安全側で考えるなら､丸森

以外の県南地域でも､線量限度を超える外部被

ばくを受けている可能性が極めて高いというこ

とになりますD

【丸森･仙台の初期汚染･初期被ばく】

最後に､丸森と仙台の初期汚染･被ばくの状

況を推定してみます(女川原発周辺については､

前号『鳴り砂』で検討済み｡使用したェクセル

計算プログラムもほぼ同じ)o

そのために､短寿命核種を含む6種類の核種

による｢地表汚染濃度(kBq/m2)｣と､地表汚染

濃度からガンマ線線量率を算出する｢実効線量

率定数(〃Sv/h/MBq/m2)｣を､単純に｢図7注

2の*､ **｣の数値として(*の放射能比は

1 00倍して整数化)､さらに｢地表汚染濃度｣

を何倍かにした上で実効線量率定数を掛けて

(さらに単位変換のため1000で割って)求めた
｢6核種によるガンマ線線量率の合計値｣が､

｢図7　(BGを除いた)ガンマ線線量率｣

(H23. 5. 24測定方法変更後の値)と近似するよ

う､調整しました｡具体的には､丸森では､図

7の2011.9-11でガンマ線線量率が0.15(〟

Sv/h)を超えているので､同年11.15で合計

0.166(〃Sv/h)となる｢7倍｣に､仙台では､図

7の2011.9-11で0.06-0.07(〃Sv/h)のため､

同年11.15で計0.071(〝Sv/h)となる｢3倍｣

に設定しました｡

そして､ 3. 15放射能が汚染の主因と仮定する

と､丸森(7倍)では､ 3.15時点でCs137汚

染は700(kBq/m2)となり､それによるガンマ線

線量率は0.0545(〝Sv/h)となり､同様に､ト131

汚染は5894(kBq/m2) ､ガンマ線線量率は

0.3206(〃Sv/h)となり､ 6核種のガンマ線線量

率の合計では2. 172(〟Sv/h)という値が求めら

れます｡また､それを基にした積算線量(≒外

部被ばく線量)は､ 2011-2012の各四半期の値



が｢表3の実測値｣と同程度の0.4-0.3mSvと

なり､筆者の計算に大きな誤りはないと思われ

ますので､ 2011. 11までに一般人の被ばく線量

目安である約1mSvに達することが分かります

(表3とも一致)o

仙台についても同様に計算すると､ 3. 15時点

でCs-137汚染は300(kBq/mB)で､ガンマ線線量

率は0. 0234(pSv/h)､ I-131汚染は2526(kBq/

m2)で､ガンマ線線量率は0. 1374(JJ Sv/h)で､

6核種のガンマ線線量率は合計0. 931 (〟 Sv/h)

となります｡また､積算線量は約1年で0.7mSv

程度でlmSv以下ですが､測定のばらつき･ホッ

トスポットの存在等を考えれば､決して｢安全

な値｣とは言えないと思います｡ (付言すれば､

仙台より高線量の県北ではlmSv近くの値とな

っている可能性があることが示唆されます｡)

さらに､特に子どもの場合は､ヨウ素による

内部被ばくなども考慮C加算)すべきですから､

宮城県内の広い範囲で健康診断などを継続的に

実施する必要があると思いますD

【女JH京発周辺モニタリング-の影響】

なお､ガンマ線線量率でも積算線量でも､女

川原発周辺が県内他地域より低いのは､ 3. 12放

射能はヨウ素などの短寿命核種による一時的な

線量が高く､その後は短寿命核種の減衰によっ

て線量が大きく下がったものと推測され､県

南･県北･仙台では､前述の3.15組成のように

長寿命核種が多かった3. 15放射能による汚染

が主で､さらには3. 15後も繰り返し汚染を受け

たためと思われますo

いずれにしても､今回の県の示した結果は､

女川原発周辺のモニタリングを今後続ける上で

は``幸い"だったものと思われます｡この点に

ついて､検討会｢資料2　空間ガンマ線線量率

監視における調査レベルの見直しについて｣で､

事故前と｢同等の監視精度が維持できる｣判断

基準(調査レベル)が"策定できだ'としてい

ますので､しっかりとモニタリングして欲しい

ものですQ

しかし､県の検討会･協議会の有識者は､そ

のような結論を得るためだけに貴重なデータを
"使い捨で'することなく､宮城県内の各地域

の事故由来放射能による初期汚染･初期被ばく

の実態解明に､余すところ無く"有効活用"し

てほしいものです｡ (2013.4.7)

(仙台原子力問題研究グループⅠ)

表3　自然ガンマ線BGを差し引いた3カ月毎の推定積算根圭(ii)

区分 �$畑蓼幹� 刄gゼ3年3月 14.-31R 冉ﾘ+�9D��B簽hﾈ��トゼ3年 7.-9月 僣23年 10-12月 冉ﾘ/�ID���ﾓ8ﾈ��俟8献ｦﾗ7b�ﾘxﾇb�

M 冒 白�6��女川鳩 兩′ 梯�0.03 �0.03 ����r���窿ｦR�
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症 域 モ ラ リ ン グ 幡��｢���y)｢�窒��r�h�"�ｲ��謾��¥r���1.仙台 �0.伽 ��ｵ�8���0.10 �0.ー0 ��� ��紊��
2.山元 �0,17 ����B�0_ ���0.日 ��� ��緜��

3.白石 儖_18 ��#R�0_ 途�0.ー5 ��� 簸#b�

4.亘ZZ �0_18 ��#��0_ ���0.09 ��� ��緜2�

5.大河原 �0_19 ��#R�0. 湯�0,16 ���� ���2�

6.岩沼 �0.07 ����"�0 �4��0.()9 �� ��紊B�

7.名取 �0_07 ��蕕2�0. ���○_09 ��� ���"�

8.丸蒜 兩′ ��3��030 �025 ���9 �+S���

9.角EEl �/ ��32�023 �020 ���5 簸#��

10.-ヒケ7盲 �/ ��#"�0.14 �0.13 ���0 ��S��

市 FT 村 兮.六q市 �/ 梯�0. ���0.09 ��� ��#R�b.丑米市 �/ 梯�0_ 釘�0.ー5 ���� ��紊��

C.栗原市 �/ 梯�0_ �2�0,TO ��� ��3"�

d.石巻市 �/ 梯�0 ��0_CN5 ��^����#��

/ 梯�0. �2�011 �������3B�

M P (麓) 稗�ﾂ�B�гｨ6�6(4�� 僣23年 1-3月 ��5｣9D��Bﾓhﾈ��H23年 7.-9月 僣23年 10-12月 冉ﾘ+紵D���ﾓ8ﾈ����

MTuO小屋取 �0.19 ������0.07 儖_CE5 ����r�備�"�

MP-23女 免ﾂ�0.07 ����B�0. ��2�a.03 簸4�����#��

MP-28軒 ��0.13 ����B�0 ��0.03 簸CB���#r�

MP-29嘩 盤2�ORB �����0 途�0.07 ��� ��S��

MP-30等 盤2�0_18 ����r�0 ��0.06 ��� ��紊"�

MP-3l江JbMS �0_17 ��竕I��○ 途�007 ��� ���r�

MP-32書ホ皇RMS �032 ����2�0. モニ ���8ｨ984�7ｲ�010 ����ﾜFﾉWｪB�LD:魚 ���b�

また, bSのデータlこついては福島第-原発事故後の終t牢化から､同事故前の稚(ri21年Ji平均1L)を差引いて
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(せI l帽ぎ尭ア弓nlLト】
【1月】27日(日) ｢内部被ばくを生き抜く｣

上映&鎌仲ひとみ監督トークライブが､エル

パーク仙台ギャラリーホールで､東北上映実

行委員会主催で開催｡

28日(月)　気仙沼市､自家消費用食品の簡易

測定で､市内で採取されたシカ肉から､放射

惟セシウム205Bq/kgが検出されたと発表｡

29日(火)　美里町､町防災会誌･水防協議会

本年度第一回会議で､原子力災害対策編の総

則の計画目的に｢女川原発の再稼働を容認す

るものではなく今後､完全に廃炉となるまで

に発生する可能性のある原子力災害に備え

る｣と明記した案を提示｡

30日(水)　風の会等8匡日本の連名で提出した

｢宮城県地域防災計画(原子力災害対策編)

の修正に関する要請と公開質問状｣に､県が

文書(1月25日付)で回答｡原子力安全対策課

等と交渉｡ 16名参加｡

r2013みやぎアクション｣会議｡25名参加｡

31日(木)　農協･宮城県協議会､東京電力に､

第17次分として､ 27億2150万円(牧草除染費

16億640万円､肉牛出荷停止損害金4億7460万

円､牧草利用自粛損害金3億2910万円､放射性

物質吸収抑制対策費9430万円)の賠償金支払

い(農家4315人分)を請求｡

【2月】1日(金)　仙台で､夜､第26回r大

飯を止めろ!女川再稼働するな!子供を守

れ!汚染はいらない!みやぎ金曜デモ(略

称.脱原発みやぎ金曜デモ)｣主催みやぎ金

曜デモの会(代表西さん)､勾当台公園から

約100名参加｡

宮城県防災会議開催｡

4　日(月)　気仙沼市､水産物の簡易検査で､

市魚市場に同日水揚げされたマダラの検体か

ら､国の基準値(100Bq/kg)を超す放射性セ

シウムが検出され､入札を中止したと発表｡

5日(火)　気仙沼市､4日の簡易検査で国の基

準値(100Bq/kg)を超す放射性セシウムが検

出されたマダラについて､県の精密検査の結

果､41 Bq/kgと判明したと発表｡6日入札再開｡

6日(水)　｢女川原発環境調査測定技術会｣

開催｡

7　日(木)　環境省､県内全域の河川や湖沼､

海域計76地点で実施した放射性物質モニタ

リング結果を発表｡河川､湖沼周辺の64地点

の土壌から35-4300 Bq/kgの放射性セシウム

を検出o角田市.阿武隈川(江尻橋右岸) 4300

Bq/kg､白石市･馬牛沼4100Bq/kg､丸森町･

阿武隈川(羽出庭橋左岸)で3100Bq/kgo河

川､湖沼､海域の底では､仙台市太白区･天

沼で9700Bq/kg､白石市･川原子ダムで5700

Bq/kg､丸森町･阿武隈川(丸森橋付近)で

3400 Bq/kg検出Q　水質は全地点で検出下限値

( I Bqr.'1,'L)以下｡河川､湖沼周辺の空間放射

線量は､ 0. 02-0. 35〟Sv/h｡

8日(金)第27回｢脱原発みやぎ金曜デモ｣､

勾当台公園から約100名参加｡

東北電力､低レベル放射性廃棄物搬出検査

装置の故障により､六ヶ所埋設センター-の

搬出を次年度に延期すると発表0

9日(土)　｢住民の安全は守られるのか～女

川原発防災計画の問題点を考える-｣が.末

田一秀さん(原子力防災ハンドブック共著者)

を講師に､ ｢福島県富岡町から避難して｣猪狩

俊幸さん(元富岡町職員)のお話しを交え､

仙台市市民活動サポートセンター6Fセミナ
ーホールで､ ｢女川原発の再稼働を許さない!

2013みやぎアクション｣の主催で開催｡約100

名参加｡

12日(火)　県､栗原市旧沢辺材地区で生産さ

れた12年産米8077点の測定結果を発表｡ 4

点から放射性セシウム53-loo Bq/kgを検出D

他は全て50Bq/kg以下｡県､名取市商館浄水

場の脱水汚泥から放射性セシウム561 Bq/kg､

松島町二子屋浄水場の乾燥汚泥から344 Bq/

kgを検出したと発表｡

東北電力､県･女川町･石巻市に1月分の

女川原発の点検状況報告0 61件の被害の内今

回復旧はなしで､ 55件が対応完了済みと発表0

13日(水)　｢2013みやぎアクション｣会議｡

14日(木)　東北電力､ 2013-2015年度原発運

転計画を発表C　東通l号機の再稼働時期を

2015年7月､女川1-3号機は今後3年間の

稼働は見込まず｢16年以降｣｡

東北電力､家庭向け電気料金の平均
ll.41%値上げ(7月1日実施予定)を政府に

申請｡企業向けも平均17. 74%値上げ予定｡

15日(金)第28回｢脱原発みやぎ金曜デモ｣､



勾当台公園から約80名参加｡

県､福島第一原発事故で放射性物質に汚染

された牧草は一般廃棄物として焼却処理する

方針を､市町村に説明o　汚染稲わらは､国が

建設する指定廃棄物の最終処分場-の埋め立

てを要望｡

22日(金)　｢女川原発環境保全監視協議会｣

開催｡

23日(土)　ドキュメンタリー映画2作品上映

会r24,000年の方舟J ｢シェーナウの想い～

自然エネルギー社会を子どもたちに～｣が､

セイブ　com主催で右岸の羊座で開催(～24

日)｡

｢脱原発･エネルギーシフトは可能だ!一欧

州･国内の最新事例に学ぶ｣山下紀明氏講演

会が､みどり宮城の主催で､仙台市戦災復興

記念館で開催｡

24日(日)第29回｢脱原発みやぎ金曜デモ｣､

昼､吹雪の中.勾当台公園から約80名参加｡
｢2013みやぎアクション｣会議｡ 20名参加｡

26日(火)　民主教育をすすめる宮城の会､風

の会等18団体の連名で､ ｢放射性物質汚染廃

棄物処理に関する申し入れ｣を県に提出｡ ll

名参加｡記者会見｡

27日(水) 『女川原発を見に行こう!』開催｡

【3月】 1日(金)　脱原発ひまわりネット､

県の地域防災計画の原子力災害対策編につ

いて､県に公開質問状を提出｡

第30回｢脱原発みやぎ金曜デモ｣､勾当台

公園から約75名参加｡

県､蔵王町宮の松川で採取した天然ヤマメ

から､放射性セシウム190Bq/kgを検出したと

発表｡阿武隈川水系の天然ヤマメは､昨年4

月20日から国の出荷制限指示済｡

3日(日)　｢春よ来い!ひな祭りトーク&ウ

オーク～子どもたちに放射能のない未来を
-｣ (実行委員会主催)､勾当台公園で開催｡

｢2013みやぎアクション｣街頭チラシ配布｡

4　日(月)　東北電力､薪安全基準骨子案に対

する意見を2月27日付で提出したと発表o安

全対策にコストが掛かりすぎるので緩めてく

れと泣きごとを並べた内容｡

6日(水)　女性ネットみやぎ学習会｢福島原

発事故の放射能と子どもたちは､今､どうな

っているのか?｣が､風の会代表篠原さんを

講師に､フォレスト仙台会議室で開催｡ 35名

参加｡

夕方､ ｢2013みやぎアクション｣街頭チラ

シ配布｡

7日(木)青年劇場｢臨界幻想201 1｣が､

仙台市民会館大ホールで､観る会主催で開催｡

8日(金)第31回｢脱原発みやぎ金曜デモ｣､

勾当台公園から約90名参加｡

9日(土)　｢2013みやぎアクション｣街頭チ

ラシ配布｡

10日(日)　｢脱原発　大崎dent) (デモ)｣集

会が､ ｢原発なくせ､再稼働反対大崎連絡会｣

主催で､大崎市古川のあさひ中央公園で開催D

約50名参加｡

｢2013みやぎアクション｣会議｡

11日(月)　東北電力､県･女川町･石巻市に

2月分の女川原発の点検状況報告｡ 61件の被

害の内今回復旧はなしで､ 55件が対応完了済

みと発表｡

14日(木)　東北電力､女川1号機の非常用デ

ィーゼル発電機(A) 1台が昼12時半頃､運

転試験中に自動停止する事故が発生したと発

表｡他の1台(B)も点検のため停止中で､

保安規定を満たせない状況になった｡原因は､

所内の電源の周波数が揺らぎ､発電機側に電

気が流れ込む逆電流が発生したためと説明0

15日復旧｡

15日(金)　丸森町､ 18歳以下の町民を対象に

行った町独自の甲状腺超音波検査(2012年3

月～2013年1月)の結果を､町議会で報告｡

1982人の内､しこりが見つかり｢要精密検査｣

判定が5人(0.3%)､のう胞が認められた｢経

過観察が必要｣が259人(13.1%)､ ｢所見な

し｣が1718人(86.7%)0

県企業局､東京電力と工業用水道被害(拷

染された浄水場の泥の保管費用や運搬費用)

の損害賠償(2011年11月末までの分) 2645

万円で一部合意o今後も協議｡

16日(土)  ｢福島原発事故を忘れない　女川

原発再稼働を許さない! 3. 16みやぎアクシ

ョン｣が昼､仙台市錦町公園で開催､約700

名参加｡市内デモ｡夜､ ｢福島に寄り添い､福

島を忘れない!みやぎの集い｣を､仙台市民

会館展示ホールで開催｡特別講演｢福島事故

まで何故行きついたのか?｣佐藤栄佐久さん



(前福島県知事)や福島の被災者の方3名が

発言｡約300名参加｡主催は､女川原発の再

稼働を許さない! 2013みやぎアクション｡

18日(月)　女川原発から30キロ圏自治体､

県と7市町(女川町､石巻市､登米市､東松

島市､涌谷町､美里町､南三陸町)の地域防

災計画が出そろった｡原発災害対策の基本方

針のみで､避難方法の具体策は先送り｡

東北電力､ ｢女川原発原子力事業者防災業務

計画｣の修正を国に届け出｡緊急時の通報連

絡先に新たに､登米市､東松島市､涌谷町､

美里町､南三陸町を追加0

19日(火)　県､栗原市旧金田村地区で栽培さ

れた2012年産大豆全435袋(1袋30㌔)の

検査の結果､ 4袋から放射性セシウム180-

190 Bq/kgを検出したと発表｡

水道協会県支部､県内浄水場施設に保管さ

れている放射性セシウム8000 Bq/kg以下の汚

泥1万1946トンの受け入れを､県産業廃棄物

協会に要請o残りの8000Bq/kgを超える指定

廃棄物1008トンは国が処理｡

22日(金)第32回｢脱原発みやぎ金曜デモ｣､

勾当台公園から約100名参加｡

23日(土)　美里町､防災講演会｢脱原発･エ

ネルギーシフトは可能だ! ｣を､町東地域交

流センターで開催｡講師はNPO法人環境エネル

ギー政策研究所研究員の古屋将太氏｡

25日(月)　東京電力､福島第一原発事故の｢風

評被害｣の損害賠償に､宮城･岩手の農林水

産物を追加すると発表｡牛肉などに限られて

いた賠償範囲が拡大｡

農協･宮城県協議会､東京電力に､第19次

分として､ 13億2440万円の賠償金支払い(農

家2984人分)を請求｡

28日(木)　東北電力､やっと浪江･/ト高原発

の新設計画の撤回を表明o特別損失180億円o

東北奄力､岩手県と女川･東通原発の｢原

子力発電所に係る県民の安全確保のための情

報連絡等に関する脇定吉｣を締結したと発表｡

29日(金)　東北電力､ 1-3号機の原子炉建屋

に手動のベント(排気)装置の設置工事が完

了したと発表o　また､延期した女川原発から

六ヶ所埋設センター-の低レベル放射性廃棄

物入りドラム缶(200rL,;) 4J10本の搬出の11月

実施と､東通原発-の新燃料280体の搬入計画

を発表o

東北電力､女川原発の燃料集合体チャンネ

ルボックス上部の欠損(2012年6月15日発見)

の原因が解らず報告を延期｡

30日(土)　特別試写会｢漉されたバトン～さ

よなら原発～｣が､イズミティ2川ヽホールで

みやぎ上映実行委員会主催で開催｡

31日(日)　第33回｢脱原発みやぎ金曜デモ｣､

昼､雪がちらつく寒い中､勾当台公園から約

60名参加｡

脱原発東北電力株主の会､株主提案のお願

い発送作業｡

【4月】 1日(月)　栗原市､放射線の内部被

ばく線量を測定する｢ホールボディーカウン

ター｣を栗駒保健センターに設置｡

県､金華山以南の海域で捕れたヒラメの､

国の出荷制限指示(2012年5月30日付)が

解除されたと発表｡

3　日(水)　東北電力､経済産業省電気料金審

査専門委員会で､ 2013-2015年度の料金原価

に､再稼働が見込めない他社原発の修繕費な

どの負担分を､購入電力料として年平均383

億円計上していることが明らかにo

5日(金)　第34回｢脱原発みやぎ金曜デモ｣､

r命の行進2013｣のお坊さん達も参加し､勾

当台公園から約90名参加｡

7日(日)　｢2013みやぎアクション｣会議｡

20名参加｡

8　日(月)　福島第一原発事故により欧州に妻

が帰国した仙台市の男性ら､ ｢死の恐怖｣の慰

謝料を求め､仙台地裁に東京電力を提訴｡

9　日(火)　農協･宮城県協議会､東京電力本

店で損害賠償の早期実行を申し入れ｡

(空)

『鳴り砂』 2-063号(通巻242号)別冊

2013年4月10日

発行●みやぎ脱原発･風の会

(連絡先) 〒981-8007

仙台市泉区虹の丘3-5-13篠原方

電話&FAX 022-373-7000

httD北山vadIkaBenOkai.com/



今中哲=r低級t放射線櫨aB｣岩波書店､ p 200表2

小出･渡辺明石｢r最悪｣の核施設　六ヶ所再処理工場｣集英社新書､p79表2

【参考資料】

前号『鳴り砂』 2-462号(2013年1月26日発行) 5貢の､
r一撮脚故由来放射掛る. ☆Jl酬推正一

串ぜ､音域県やr専門豪J惇解析し科Ial? j

(仙台原子力問題研究グループⅠ)の資料が欠落していました｡

補足してお使い下さい｡ (空)

(nGy/h)/(kBq/ni)　(8q/ rTf)　　　　今中　　　　( ※和分)　　(Bq/nl)　小出他　cs1 37比較　(※ flヵ)　　(Bq/ nl)　　　　今中　　　　( ※ gt分)

1m空間梯JL率　外部櫨BI繰JL lm空間良JL串　外部披叩線JL lnl空間線t率　外部被aL繰1　　台五十1m空間輪t率　　外部祐q線t

(rlGy/h三= n Sv/h)　( FL Sy)　　　　　　　　(nGy/h = nSv/h)　( LJ Sv)　　　　　　　　(nGy/h ≒ nSv/h)　( JL Sv)　　　　　( FL S>/h)　　　　(mSv)

228955 1　34日　l ooD　　　9454 I　　584　l ooo　　　9250　小　ooo I M,8　l oooo

210.043　　　　　　313 0　　　　　　　784　　　　　　9,445　　　　　　　56 4　　　　　　　1 35　　　　　　9 249　　　　　　　202　　　　　　　048　　　　　　　　　0 390　　　　　　　　0010

1504　　　　　　9436　　　　　　　　563　　　　　　　　271　　　　　　9249

4732　　　　　　9385　　　　　　　58 0　　　　　　1080　　　　　　9 245

765. l　9290　】　555　　　　255. l　9239　】

8B41　　　　　　918B S49　　　　　　　41 40　　　　　　9232

93 69　　　　　　9,029　　　　　　　　53 9　　　　　　　66 1白　　　　　　9 221

9487　　　　　　8783　　　　　　　　52 4　　　　　　　10447　　　　　　9 204

9493　　　　　　8,886　　　　　　　　51 9　　　　　　　11949　　　　　　9197

9497　　　　　　8450　　　　　　　　504　　　　　　　15632　　　　　　9179

9497　　　　　　8.212　　　　　　　490　　　　　　19332　　　　　9161

9497　　　　　　7981　　　　　　　476　　　　　　　22928　　　　　　9144

9497　　　　　　7545　　　　　　　450　　　　　　　29711　　　　　9109

94 97　　　　　　8 750　　　　　　　　40 3　　　　　　　42090　　　　　　9040

94 97　　　　　　5 388　　　　　　　　32 2　　　　　　　63305　　　　　　8 901

g4 97　　　　　　4 824　　　　　　　　28 8　　　　　　　720 75　　　　　　8834

94 97　　　　　　3 448　　　　　　　　20 6　　　　　　　93504　　　　　　8 634

g497　　　　　　2484　　　　　　　147　　　　　　108819　　　　　8438

g497　　　　　1 759　　　　　　　105　　　　　　119789　　　　　　8248

94 97　　　　　　328　　　　　　　20　　　　　1420 78　　　　　7.851

94 97　　　　　　1 I 0 1 t47003　　　　　　5843

9497　　　　　　　0　　　　　　　　00　　　　　　1471 74　　　　　4843

9497　　　　　　　0　　　　　　　　　00　　　　　　14718D　　　　　2331

9497　　　　　　　0　　　　　　　　00　　　　　　1471 80　　　　　587

9497　　　　　　　0　　　　　　　　　00　　　　　　14718D　　　　　148

9497　　　　　　　0　　　　　　　　00　　　　　　1471 80　　　　　　37

9497　　　　　　　0　　　　　　　　　00　　　　　　　1471 80　　　　　　　9

9497　　　　　　　0　　　　　　　　00　　　　　　1471 80　　　　　　2

9497　　　　　　　0　　　　　　　　　00　　　　　　　1471 80　　　　　　1

9497　　　　　　　0　　　　　　　　00　　　　　　1471 BO 0

202　　　　　　　　097

202　　　　　　　　387

2Dl gl9

201　　　　　　1499

201　　　　　　　　2416

20 1　　　　　　　3B62

200　　　　　　　4440

2DO　　　　　　　　5882

200　　　　　　　　73 69

199　　　　　　　　8854

199　　　　　　　11766

197　　　　　　　17511

19 4　　　　　　　29009

193　　　　　　　　34577

188　　　　　　　51255

184　　　　　　　　675 58

180　　　　　　　83529

160　　　　　　157953

12 7　　　　　　　2834 52

10 1　　　　　　3832 22

51　　　　　　　575582

1 3　　　　　　　7206 29

03　　　　　　　　7571 85

0 1　　　　　　　7663 97

00　　　　　　　7687 19

0D　　　　　　　769304

O O　　　　　　　　7694 52

00　　　　　　　7694 89

0384　　　　　　　　　0019

0 247　　　　　　　　　0062

0142　　　　　　　　　0111

0099　　　　　　　　　0145

0079　　　　　　　　　0184

0073　　　　　　　　　0 238

0072　　　　　　　　　0 259

0070　　　　　　　　　0310

0069　　　　　　　　　0382

OO68　　　　　　　　　0413

0065

0060

0052

0048

E;葦臣
0039　　　　　　　　1 543

0033　　　　　　　　　1 859

0028　　　　　　　　　2128

0018　　　　　　　　　3095

0013　　　　　　　　　4400

0010　　　　　　　　　5399

0005　　　　　　　　　7323

00D1　　　　　　　　8 773

0000　　　　　　　　　9 139

0000　　　　　　　　　9 2:】1

0000　　　　　　　　　　9 254

0000　　　　　　　　　9 260

0000　　　　　　　　　　9 261

0000　　　　　　　　　9 262

脚

洲

諾

害

｡

｡

｡

｡

｡

｡

｡

｡

｡

｡

｡

-

0

-

0

0

0

0

0



◎女川原発周辺の汚染･被曝(目安)計算

測定地点名l　　小鮒　l

測定耶l　20.,l　4いl

年　　月　　日

到達初日　　2011　3　　t3

20t1　　3　14

20日　　　3　15

2011   a  21

[:二重⊂::∃::コ
2011　　4　13

】 20日1 51 2】

2011   8   1

1 20.ll 6l .8暮

2011　　7　13

r　20..E　8l .31

2011　　9　13

2011　11　13

巨蓋蓋∃
2014　　　3　13

2015　　3　13

2016　　3　13

2021　　3　13

2031　　3　13

1 204.l　3l .31

2071　　3　13

2131　　3　13

2191　　3　13

2251　　3　13

2311　　3　13

2371　　3　13

2431　　3　13

2491　　3　13

測定地点名

+1年365　25日計書

経過日　　経過年　　経過日　　は通年

一19　　-8 D52　　　　　0　　0 000

-18　　-0049　　　　1　0 003

-i 7　　-O O47　　　　　2　　0 0【】5

-ll -0030　⊂二二ヨ　0022

0　　　0080　　　　　19　　　0052

12　　0033　　　　　　31　　0085

31　　0085　　　　　　50　　　0 137

81　　0167　　　　　　80　　0219

73　　　0 280　　　　　　92　　　0252

103　　0 2B2　　　　122　　0334

134　　　0367　　　　　153　　　0419

165　　　0452　　　　　184　　　0504

226　　0 619　　　　　245　　0671

347　　　0 95　　　　　　366　　1 00

592　　1 62　　　　　011　　1 67

7.2　195　　　73.l　2100 I

lO77　　　2 95　　　　1096　　　300

三……日…日…≡… E憲]
7286　　19 95　　　　7305　　　200

･0939　2995　.09581 Solo 】

21896　　　59 95　　　　219t5　　　600

43810　1 19 95　　　43829　　1200

65725　　179 95　　　　65744　　1800

87639　　239 94　　　87658　　240 【】

109553　　299 94　　109572　　　3000

131468　　359 94　　131487　　3600

153383　　419 94　　153402　　　4200

175298　　479 94　　175317　　480【】

汚染,1度の桂時変化　　　　　　　　　　　外部被曝　稚集線t (目安)

データ1　軽水炉放出測定指針･紘データ　　　データ1　軽水炉放出測定指針核データ

(Bq/ni)　　(Bq/rrf)　　(Bq/ ni)

(Bq/ni)　　(Bq/rn　　(Bq/ni)

228 955　　　　　9 454　　　　　9.250

210.043　　　　　9445　　　　　9 249

外部被Pt線JL　相対化

L　　　　-　　　　1　　　　-　　　　1

(※fA分)　(※ql分)　(※稚分)

192 693　　　　　9 438　　　　　　9 249　　　　　　　1 84

1.4.873　　8385　　　9245　】　5･78　1

44 500　　　　　9 290　　　　　　9 239　　　　　　　　934

15 815　　　9.188　　　　9.232　　1  10,80　】

6　　　　　　0 450　　　　　9.178

l o l　82.2　　　9.6.

0　　　　　　7 981　　　　　9.144

0　　　　　　　7545　　　　　　9109

0　　　　　　6 750　　　　　9,040

0　　　　　　5.388　　　　　8 901

0　　　　　　　4 824　　　　　　e834

0　　　　　　3.448　　　　　8 634

0　　　　　　　2 484　　　　　　B438

0　　　　　　1 759　　　　　　8 246

0　　　　　　　328　　　　　　7 351

200　　　　　　　208

7 97　　　　　　800

934　　　　　　18 83　　　　　　18 89

1 .op80　】　3056　　　3097

1144　　　　　　4887　　　　　　4992

11 59　　　　　　7713　　　　　　798O

l lt60　】　882.　　9.73

116D l15　　　　　　122

1 1 80　　　　　14く事　　　　　　152

1160　　　　　　169　　　　　　183

1160　　　　　　219　　　　　　243

H60

1160

1180

1160

31 1　　　　　　362

L__還｣ ;:: l
690　　　　　　1059

ll 60　　　　　　803　　　　　　1396

ll 60　　　　　　884　　　　　　1726

ll 60　　　　　1049　　　　　3284

1 1　　　　　　5843　　　　　　　11 60　　　　　1085　　　　　　5857

l o l　4643 l　1,60　【 '087　1　79-8

0　　　　　　2331　　　　　　11 60　　　　　1087　　　　11893

0　　　　　　　587　　　　　　　11 60　　　　　1087　　　　14890

0　　　　　　148　　　　　　　11 60　　　　　1087　　　　15646

0　　　　　　　37　　　　　　　11 60　　　　　1087　　　　15836

0　　　　　　　9　　　　　　　11 60　　　　　1087　　　　15884

0　　　　　　　2　　　　　　　11 60　　　　　1087　　　　15896

0　　　　　　　1　　　　　　　11 60　　　　　1087　　　　15899

0　　　　　　　0　　　　　　　11 6O IO87　　　　159OO

内部禎E一　相集線JL (目安)

T-1タ2　　高木著作集(JJ＼出･JREEl引用)

ヨウ素181　セシウム134　セシウム137

実効半滅期　　　7 5　　　　　　98　　　　　109

(体内半池期〕　　日　　　　　　El　　　　　　日

内部禎叫輪t　相対値

1　　　　-　　　　1　　　】　　　l

( ※稚分)　(･X稚分)　(潔 fJ分)

00O OOO OOt】

096　　　　　　100　　　　　　1 00

183　　　　　　199

1　5･65　1　777

895　　　　　177L

IO20　　　　　　277‡

1071　　　　　41 9

1081　　　　　　607

l lO･82　F　672;

199

780

1790

2814

42 83

6270

8985

8487

9782

101 82　　　　10845

114BB　　　　12414

12864　　　　141 91

136 82　　　　15402


